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論文審査結果の要旨 

 

本論文は、ノロウイルス感染症の新たな診断法の確立を目的とした研究を記している。ノ

ロウイルス腸炎は世界中で広く流行し、特に冬季に診療の機会が多い疾患であり、その感染

力から院内感染対策上も重要な疾患である。感染の有無を判定して適切な感染対策を行うた

めに、高感度で迅速性に優れ、なおかつ検体採取や検体処理が簡便な検査法の確立が望まれ

ている。 

本論文は、全自動リアルタイム RT-PCR 法を用いたノロウイルス検出キット（以下 EV-kit）

の性能評価を行なった初めての研究を記した論文である。本研究では、EV-kit が、本邦でノ

ロウイルス感染症に対して日常的に行われているイムノクロマト法よりも感度が高く、また

診断のゴールドスタンダードとして使用されることが多い RT-PCR 法よりも迅速性・簡便性に

優れた検査法であることが示された。さらに、EV-kit のノロウイルス検出感度が、直腸スワ

ブで採取した検体であっても全便検体で検査した場合と同様に十分高いことが示されている。

このことは、例えば病院内の集団発生などの状況で、スクリーニングのための検体採取を、

直腸スワブを用いて短時間で一斉に検体採取を行うことも可能であるということを示してい

る。 

以上から本論文は、EV-kit の新規性のみでなく、今後のノロウイルス感染症の診療に大き

な影響を与える可能性について言及した重要な論文であると考える。 

よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 


